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A．研究目的　
新エイズ予防指針に基づくHIV/ エイズ領域にお
ける課題に対する各種施策の評価、進捗状況の把握
などのモニタリングと課題抽出を行い、次回改正に
資する資料作成を行う。

【研究 1 エイズ予防指針の国民理解および施策の効
果のモニタリングに関する研究】
エイズ終結を 2030 年までに達成しようという
UNAIDS の目標設定をわが国でも達成すべく、エ

イズ予防財団と日本エイズ学会を核に関連団体と
共にプロジェクト“Zero transmission in Japan by 
2030”を立ち上げ、情報提供や啓発を進め、今回改
正のエイズ予防指針を基とする国民理解および施策
の効果のモニタリングを行う。

【研究 2 HIV 感染症に対する偏見・差別に関する研
究】
本研究は、HIV感染症に関する人権課題の現状と
対策の効果を可視化する指標を設定し、継続的なモ
ニタリング体制をデザインすることを目的とする。
これにより、人権課題の是正と諸対策の促進を可能
とする社会環境の構築を目指す。

【研究 3 都内における HIV・性感染症検査に関する
研究】
Microsoft Forms によるアンケート調査で、東京
都新宿東口検査・相談室（新宿東口）における受検
者層の実態把握を試みる。また、都内無料匿名検査
所の潜在的な検査能力（キャパシティ）の向上を目
的に、都内保健所等の検査担当者の意識アンケート
調査を実施する。

研究要旨
【目的】日本のHIV施策はエイズ予防指針に基づいて行われており、約 5年に一度エイズ予
防指針の改正が行われる。新エイズ予防指針に基づくHIV/ エイズ領域における課題に対す
る各種施策の評価、進捗状況の把握などのモニタリングと課題抽出を行い、次回改正に資す
る資料作成を行う。
【方法】U=Uの周知を含む新エイズ予防指針の国民の理解促進、偏見・差別、検査、地方自
治体モニタリング、当事者（NGO等）からの評価、介護においての受け入れ、わが国での
ケアカスケード達成状況に資する疫学などの課題についてのモニタリングをアンケート調査
などを用いて行う。
【結果】それぞれの分担研究で文献調査や基礎調査などの情報収集を行い、それに基づいた
来年度のアンケート項目の検討・決定などを実施した。
【考察・結論】進捗状況は一様ではないが全体としては初年度当初の計画を概ね達成できた。
検査についての調査は回答方式を改良する必要性が示唆された。UNAIDS が公表したHIV
領域の用語のガイドラインを翻訳し、日本語版を作成した。エイズ予防指針が改正されたら
新エイズ予防指針の解説書作成に着手する。　
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【研究 4 HIV 陽性者の集中する地方自治体における
HIV 対策の横断的モニタリングと施策推進に関する
研究】
HIV 感染者ならびにエイズ患者（以下、感染者等
という。）が全国平均より多く報告されている都道
府県等（以下、重点都道府県等という。）の実施す
る施策について、各地域での発生動向、現状施策を
横断的にモニタリングのうえ、各地域で取り組む効
果的な施策等を各自治体間や関連団体等で共有し、
各地域におけるエイズ対策の推進を図ることを目的
とする。

【研究 5 コミュニティにおける予防指針の反映の評
価および啓発に関する研究】
エイズ予防指針に基づく施策について、コミュニ
ティが主導し、キーポピュレーションへの啓発と施
策および普及啓発に関する評価方法を確立すること
を目的とする。

【研究 6 HIV 陽性者の介護においての受け入れ課題
と対策に関する研究】
地域社会に漸増する要介護のHIV陽性者の受け入
れ環境の整備は喫緊の課題である。近年、U＝Uの
キャンペーンがなされ、HIV/AIDS の理解促進と啓
発に有効な情報と推測している。そこでU＝ Uを
活用した介護分野でのHIV陽性者の受け入れ環境の
推進を目的として本研究を行う。

【研究 7 ケアカスケードの推定と対策評価に関する
疫学研究】
ケアカスケードの推定と対策評価に関する疫学研
究では、日本全国の HIV 感染者およびAIDS 患者
発病に関する感染動態を推定値を地域別、できれば
地方自治体別で実施し、ピアレビューされた原著論
文の出版を通じてHIV診断者割合の推定値の提供を
図る。また、男性および女性のHIV発生データを収
集し、HIV の感染動態と、同性・両性間接触者・異
性間接触者の男性における性的パートナー選択のア
ソータティビティを調査した。さらに、HIVの感染
動態から推定したパラメータを梅毒の発生率に適用
し、異性間接触者および同性・両性間接触者の男性、
そして異性間接触者の女性における梅毒の感染伝播
の可能性を解析した。

B．研究方法
【研究 1】本研究は改正予防指針に沿って展開される
啓発と情報提供のプロジェクト“Zero transmission 
in Japan by 2030”の効果をモニタリングの中で、

国民および個別施策層の理解、予防行動意識と状況、
さらに、未診断者等の推計値を明らかにする。初年
度は既存報告等に基づきアンケート調査内容を検
討、決定し、次年度に実施し、最終年度に調査結果
の推移と解析を行う予定である。予防行動の実施状
況は未診断者の推定値の経年推移および前述のアン
ケート調査から明らかにする。改正予防指針の解説
冊子を作成し、ホームページ等で情報提供する。ア
ンケート調査によって国民の理解をモニターし、理
解不足部分等を分析し、必要であれば解説冊子を改
訂する。

【研究 2】本研究は「人権課題の指標設定とモニタリ
ング体制のデザイン」と「医療者対象意識調査（量
的調査）」の二つの領域に区別して進める。前者で
は、UNAIDS の Global AIDS Strategy 2021−2026
を中心に国際的な指標や関連ポリシーの文献調査を
行い、国内外の動向を整理する。後者では、医療者
を対象にHIV関連のスティグマや差別に関する意識
調査を実施し、医療機関での実態を把握する。

【研究 3】新宿東口における受検者層の把握のために、
新宿東口内にA3 大のポスターを掲示し、そこから
QRコードを利用したMicrosoft Formでのアンケー
ト調査を試みた。A3ポスター上には、日本語以外に、
英語、中国語でのMicrosoft Form に繋がるQRコー
ド載せた。また、 都内保健所等の検査担当者への意
識アンケート調査では、メーリングリストを用い、
Microsoft Formにてアンケート調査を実施した。

【研究 4】過去 3年間の新規感染者・新規エイズ患者
合計報告数の人口 10 万人に対する割合が全国平均
以上の都道府県及び当該道府県内政令指定都市、な
らびに感染者等が著しく多い地域を対象とし、地域
担当者より各地域における発生動向、現状施策、効
果的取り組み等に関し情報を収集し、分析を中心と
した意見交換を行う。各地方公共団体より得られた
モニタリング調査項目は可能な範囲での公表を原則
とし、今後の公衆衛生施策推進に資する定量的デー
タを蓄積していく。

【研究 5】令和 6 年度は、質問紙調査実施のため
の準備として、以下の研究活動を行った。1） 厚生
科学審議会感染症部会エイズ・性感染症に関する
小委員会に参考人として参加し、改正の論点の把
握、2）MSMコミュニティに向けたエイズ予防指
針に関する啓発イベントの実施、3）community-led 
monitoring（CLM）およびキーポピュレーションへ
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のエイズ施策に関する先行研究の検討、4）CBOs メ
ンバーと意見交換を行い、質問紙の質問項目案の検
討と実施方法の検討、5）国際会議に参加し、海外
CBOs メンバーおよび研究者との各国のキーポピュ
レーションの施策状況について意見交換を行う。

【研究 6】研究 1: U=U を含む HIV/AIDS の研修、
事後アンケートで効果測定。（継続）研究 2: 介護従
事者・MSWの U=U における意味について質的研
究により探索（継続）研究 3: 高齢者施設の介護職対
象とした U=Uの一般的な影響を量的調査（令和 7
年度）研究 4:「HIV/AIDS の正しい知識−知ること
からはじめよう−」改定版の製作、配布。（継続）

【研究 7】地域別および出生年別の推定を実施するこ
とによって都市部と地域の別で異なる感染動態（例
えば遠隔地で年長者の診断率が低い点など）を把握
し、対策を重点的に講じるべき対象を把握するべく
分析を実施した。また、国立感染症研究所が公式発
表している梅毒患者の報告数を 2001 年度まで遡っ
て収集し、早期梅毒（1期梅毒 +2 期梅毒）の報告数
のみを抽出した。次に、梅毒およびHIVの感染者を
性的指向および性別に基づいて4グループに分類し、
各グループ間の次世代行列を求めることで、梅毒お
よびHIVの感染経路の内訳を推定した。また、各疾
患の実効再生産数を経時的に推定した。

（倫理面への配慮）
世界医師会ヘルシンキ宣言、人を対象とする生命
科学・医学系研究に関する倫理指針、個人情報の保
護に関する法律等に準拠し、倫理申請承認のもとで
研究を実施した。

C．研究結果
【研究 1】新規感染者、新規エイズ患者の発生を大き
く減少させるという数値目標だけでなく、現存する
陽性者への支援、人権への配慮の重要性の再認識も
目指すために、国民に広く呼びかけ、国民的変化を
起こすキャンペーンを目指すプロジェクト「ZERO 
Transmission in Japan by 2030」を立ち上げた。今
年度は改正エイズ予防指針に加え、本キャンペーン
の効果もモニタリングする研究の準備をおこなっ
た。UNAIDS が公表した HIV 領域の用語のガイド
ラインを翻訳し、日本語版を作成した。

【研究 2】Global AIDS Strategy 2021−2026 の指標
は「法制度」「ジェンダー規範と身体・性暴力」「ス
ティグマ・差別」の三カテゴリーに分類される。特に、

HIV陽性者とキー・ポピュレーションのスティグマ・
差別経験に関する指標では、医療機関でのスティグ
マが重要視されている。先行研究の調査では、医療
者を対象とした意識調査の手法として、多職種を含
めた医療機関の状況を把握するアプローチが有効で
あると確認された。

【研究 3】2025 年 1 月 6 日より、新宿東口の壁にA3
版ポスターを設置した。しかしながら、2025 年 2 月
9 日現在、日本語での回答は 8件、英語での回答は
4件、中国語での回答は１件に過ぎず、回答方式を
改良する必要性が示唆された。また、保健所等担当
者へのアンケートでは、44 件の回答を得た。回答保
健所の多くは来年度もHIV検査を計画する施設が多
くを占めていた。

【研究 4】重点都道府県等の実施する各施策について
発生動向や現状施策についてモニタリング項目を検
討、設定した。

【研究 5】厚生労働省での小委員会に向け、打ち合わ
せ会で指針改正案を検討し、加えてトランスジェン
ダーや薬物使用者・支援者などキーポピュレーショ
ンの意見を聴取した。参考人として小委員会に参加
し、そこでの議論内容を質問紙調査の設計にも反映。
6 月 23 日には akta で MSMコミュニティ向けの指
針啓発イベントを開催し、指針策定に携わった専門
家や CBO関係者が改訂のポイントを議論、66 名が
参加した。質問紙調査に向けて CLMおよびMSM
に関する先行研究を分析し、HIV/ エイズの意識・
行動調査をインターネット調査パネルで実施する方
針を決定。6 月 27 日〜 29 日の APACC（香港）で
は各国のCBOや研究者とCLM研究の動向および各
国のキーポピュレーションの施策状況について意見
交換を行った。

【研究 6】研究 1: U=U を含む HIV/AIDS の研修の
実施　計 5回　149 名受講　U=Uの周知度が「よく
知っている」「だいたい知っている」合わせて 13％
と低かった。研修受講後の HIV 陽性者の受入れは
96.6％（自分）、93.3％（自施設）が程度差はあるが
受入れ可とした。事後の感想・意見交換では個人で
の受入れは可能だが組織的対応となると経営側が受
けない等の意見があった。また、U=Uについては
ポジティブに評価していた。研究 2: 介護従事者を対
象に「従事者にとってU=Uはどのような意味を持
つのか」その意義と可能性について半構造化面接で
実施（60 分）インタビューデータをテーマに関する
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内容をコード・カテゴリー化。20 コード・7サブカ
テゴリ―・3カテゴリーが構成され、生活文脈・社
会生活・受入れ方略に収束し、コアカテゴリーとし
て【感染ゼロの不確かさから確かさへの手がかり】
を抽出した。研究 3: 高齢者施設の介護職対象とし
た量的調査計画を策定中 ( 令和 7年度実施 )　研究 4: 
受入れマニュアル「HIV/AIDS の正しい知識」改定
中　編集会議、資料収集等を継続。

【研究 7】2022 年末時点の未診断の HIV 感染者数
は 3209 人（95％ CI:2642、3710）と推定された。全
HIV 感染者のうち 89.3%（95％ Ci:87.8、91.0）が診
断されていたものと推定された。梅毒患者全体の実
効再生産数は 2021 年度は 1.37 で、性的指向による
グループ別にみると、ホモセクシュアル男性同士、
バイセクシュアル男性から女性へ、女性とヘテロセ
クシュアル男性同士で実行再生産数が 1.0 を超えて
いた。

D．考 察
【研究 1】３年計画の初年度であり、エイズ予防指針
の国民理解および施策の効果のモニタリングに関す
る研究の準備をおこなった。概ね計画通りと考える。

【研究 2】HIV 関連の人権課題指標の設定には、国
際的な枠組みを参考にしつつ、国内の調査事例との
調整を図る必要がある。医療者・医療機関に関する
指標設定については、国際的なポリシーで重視され
ていることも鑑みて、パイロット調査を実施しなが
ら重点的に検討することが求められる。

【研究 3】東京都新宿東口検査・相談室のアンケート
調査では、回答数を向上させるための働きかけが必
要であるが、英語ならびに中国語での回答例もあり、
改めて検査受検者の多国籍化が示唆された。保健所
等担当者へのアンケート調査では、今後さらなる解
析が必要ではあるが、改めて保健所間、担当者間で
の意見の違いがあり、施策の実現に向けても、様々
な検討の必要性が示唆された。

【研究 4】それぞれの自治体における普及啓発・検査
相談・医療提供体制等に関する現状を客観的に評価
し、重点的に取り組むべき課題を明らかにすること
で、地域の実情に即した効果的なエイズ施策を推進
する。

【研究 5】今年度の準備段階を踏まえ、来年度（研究
事業の 2年目）はキーポピュレーションを対象とし

たインターネット調査パネルを用いたHIV/ エイズ
の意識・行動・知識に関する比較分析 : 横断調査を
実施する。

【研究 6】HIV 陽性者の受入れ対策として、HIV/ エ
イズの基礎知識の理解と周知が重要である。さらに
個人レベルでなく福祉施設の間接業務などの職員を
含む構成メンバー全員への知識理解が必要であると
思われる。
また、U=Uは①介護現場の感染不安を緩和し、わ
かりやすく説明力をもち、②従事者は同じ生活文脈
の中でHIV 陽性者を理解する視野を与え、③U=U
を受入れ方略として検討できることが対象者の語り
から示唆された。介護現場の中で ICFモデルによる
実行機能に着目し、「活動」「参加」の面からポジティ
ブに生きる全体像としてHIV陽性者を捉えなおす視
点が重要であることから、U=Uを介護文脈の中で
捉えなおす視点を研修プログラム等に反映させるこ
とが重要と考える。

【研究 7】九州沖縄地方と中国四国地方、北海道東北
地方の診断比率は低く、それらの地域では新型コロ
ナウイルス感染症のパンデミックに影響を受けやす
かった。ヘテロセクシュアル男女のグループにHIV
感染が持ち込まれた場合、今後も流行が維持される
可能性があることが示された。

E．結 論
進捗状況は一様ではないが全体としては初年度当
初の計画を概ね達成できた。エイズ予防指針が改正
されたら新エイズ予防指針の解説書作成に着手す
る。研究班ホームページ https://hiv-ppr.jp/index.
htm に研究報告書ほか、当班の研究結果について今
後掲載していく予定である。
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